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はじめに
本稿は、1987年９月下旬に、岩手大学の大野眞男氏、國學院大学の久野マリ子氏と行なっ
た調査に基づいて得られた資料から、沖縄県竹富町西表島租納の音韻体系を記述しようとす
るものである。なお、1988年９月上旬に補充調査を行なった。
話者は、以下の方々である。
那根弘氏（明治44年１１月生まれ）
西表全彦氏（大正１年11月生まれ）
宮良全作氏（大正３年10月生まれ）
（職業は全員農業）
従来の研究で、西表島租納の音韻の最も詳しい記述は平山輝男・大島一郎・中本正智共著
『琉球先島方言の総合的研究』（明治書院、昭和42年）のものである。
中本正智著『琉球方言音韻の研究』（法政大学出版局、昭和51年）では、音韻論的解釈は
示さずに、簡単な対応関係に触れるにとどまる。
『琉球先島方言の総合的研究』では、西表島租納の音素として／ﾛ／を設定しているが、
本稿では／a／を鼻母音音素として立てることにする。
また、音声的な面で観察の違い、もしくは話者の発音に違いによって、従来の音韻論的解
釈による拍体系と本稿にはかなりの相違がある。
1．音素
今回の解釈によると、租納の音素は以下のものがある。
母音音素／i,ｅ,ａ,a,ｏ,ｕ／
半母音音素／j,ｗ／
子音音素／',ｈ,９，ｋ,。,t,ｚ,ｃ,ｓ,ｒ,、,ｂ,ｐ,、／
拍音素／ＮＱＲ／
２．拍体系
租納方言の拍の構造は、他の多くの方言と異なり、次の６種類がある。
一般拍：ＣＶ,ＣＳＶ,ＣＳＳＶ
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特殊拍：ＮＱＲ
（Ｃは子音音素、Ｖは母音音素、Ｓは半母音音素、Ｎは擬音音素、Ｑは促音音素、Ｒは長音音
素を表わす）
租納方言の拍体系を示すと次の通りである。
西表島租納拍体系表
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上記の拍体系の主な特徴は次の諸点である。
(1)／ka／・／｡a／・／ta／・胴／がある。
(2)／，je／・zje／・cje／・sje／がある。
(3)／ja／軸がある。
(4)／Ｍ１／軸がある。
(5)／,Ｍ１／がある。
(6)／wja／軸がある。
(7)／hwV／列がある。
３．母音音素
租納方言の母音には、語頭で声門破裂音に］を伴い傾向があり、音韻論的対立は示さな
いが、かなり強く響くものである。
ｌ）／i／
／i／は、共通語よりわずかに広く、基本母音と比較して、やや後舌的で、やや広い、前
舌の狭母音である。［?i～i］の異音が認められる。これを［i］で表記する。
／i／はすべての子音音素と結合して拍を構成する。
＜語例＞
／'i／：／，isi／PiJi］（石)，／､a，i／［nai］（地震）
／hi／：／nohiri／［noCiri］（鋸)，／mohi／［moCi］（昔)，／mahi／［maCi］（蒔く）
／9i／：／giRra／［9i:ra］（シャコ貝)，／ka9i／［ka9i］（影)，／N9iru／［D9iru］（逃げ
る）
／ki／：／kibusi／［kibuJi］（煙)，／'iki／［?iki］（息)，／hukiru／［F1kiru］（吹〈）
／di／：／,udi／Pudi］（腕)，／sudi／［sudi］（袖）
／ti／：／ｔｉ［ti］（手，＜鍬の＞柄)，／tiNzo／［tindzo］（天井)，／miRti／［mixti］（再来
年）
／zi／：／ziNhukuru／［d5inFVkuru］（財布）／，uzi／［2ud5i］（叔父、祖父）
／ci／：／ci／［tJi］（血)，／ciku／［tJ1ku］（搗〈），／'iNcika／［?intJlka］（近い)，
／hudacimi／［FudatJl1Xli］（守宮)，／,inuci／［2inutjl］（命）
／si／：／sikariru／［Jlkariru］（聞こえる)，／siku／［Jlku］（底)，／gusiku／［guJJku］
（石垣)，／cipusi／［tJlpuJi］（膝）
／ri／：／nori／［nari］（実)，／kuri／［kWi］（これ)，／Qsuri／［ssuri］（拭く）
／ni／：／nisi／［J1iJi］（北)，／kanibu，i／［k即iFui］（針)，／,oni／［?oJn］（鰻）
／bi／：／biduN／［bidun］（男)，／naRbiR／［naXbi:］（鍋)，／'jurabi／［jurabi］（呼ぶ）
／pi／：／piN9jaN／［piOgjan］（逃げた)，／hopisi／［hopjJi］（暗い)，／piNpiN／
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［pimpin］（毎日）
／、i／：／miduN／［midun］（女)，／'jamiru／［jamiru］（痛い)，／maNzumi／
［mandzumi］（パパイヤ）
２）／e／
／e／は、共通語よりやや広く、基本母音と比較して、やや後舌的で広い、前舌の半広母
音である。［2ｅ－ｅ～ｅＴ～Ｅ］の異音が認められる。これを［e］で表記する。
／e／は，ｚ,ｃをのぞくすべての子音音素と結合して拍を構成する。
＜語例＞
／'e／：／'eha／［2eha］（烏賊)，／,eR,asina／［2exaJlPa］（ああそうか）
／he／：／，aruheru／［2aruheru］（歩いた）
／9e／：／'i9esi／［2i9eJi］（角叉く海草＞)，／'isina9eR／［?iJllJa9ex］（石垣)，／'usa9eR
／［?usa9ex］（兎は）
／ke／：／keNkeN／［keOken］（黄色)，／hukeraR／［FlJkeraX］（吹けば),／sikoricikeNna／
［JlkoritJjkenna］（準備してあるか)，／mutacike／［mutatJlke］（＜豚などを＞解体す
る）
／de／：／，idera／［?idera］（出れば)，／hutadeR［F9tadex］（星立く地名＞）
／te／：／hute／［FlJte］（額)，／pate／［p9te］（畑）
／re／：／kereRdaru／［kareXdaru］（借りている)，／'are／［2are］（洗え)，／husireR／
［FVJirex］（薬は）
／､e／：／sune／［sVpe］（租納く地名＞)，／huneR／［FuneX］（舟浮く地名＞)，／，akine
／［2akine］（商売)，／kusine／［kVJine］（背中）
／be／：／beR／［be:］（私)，／nabera／［nabera］（へちま)，／hubeR／［Fube:］（首は）
／pe／：／peru／［peru］（入る)，／PeNSa／［PenSa］（さしばく鷹の一種＞）
／ｍｅ／：／meRda／［meXda］（まだ)，／meRku／［ｍｅ:ku］（宮古く島の名＞)，／cimeR／
［tJimeX］（爪は）
３）／a／
／a／は、共通語よりやや広く、基本母音と比較して、やや後舌的で広い、但し基本母音
の［q］よりは前寄りの、中舌の広母音である。［2ａ－ａ～ａ１－ｕ］の異音が認められる。
これを［a］で表記する。
／a／はすべての子音音素と結合して柏を構成する。
＜語例＞
／'a／：／，ａ［?a･］(粟)，／，abo／［?abo］（青)，／，aN／［?an］（網)，／，ahi／［2aCi］（上
げる）
／ha／：／noha／［noha］（糠)，／naRha／［naxha］（長い)，／bahari，jaR／［baharijar］
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（分家)，／neha／［neha］（今晩)，／mimi,ju／［mihaiju］（有難うく目上に対して
＞）
／9a／：／gazaN／［gadzan］（蚊)，／9arasi／［garaJi］（鳥）
／ka／：／kaRra／［ka:ra］（川)，／kami／［k9IPi］（亀)，／ka，iro／［kairo爾］（おたま
じゃくし）
／da／：／daQkjo／［dakkjo］（らっきょう)，／tida／［tida.］（太陽)，／，juda／［juda］
（枝)，／kiNda，i9uni／［kindai9uJ1i］（人参)，／hudacimi／［FudatJlIpi］（守宮）
／ta／：／ta／［ta］（田)，kataci／［k§tatJi］（形)，／，abuta／［?abuta］（蛙）
／za／：／zabura／［dzabura］（頭)，／zanoR／［dzano:］（ジュゴン)，／poRza／［poX
dza］（包丁）
／Ca／：／,aca［?atsa］（明日)，／'asica，i／［2aJltsai］（厚い)，／kaQca／［k9ttsa］（蔓)，
／kiQca／［klttsa］（砂糖黍）
／sa／：／sara［s91ra］（Ⅲ)，／sakuna／［s9kuna］（ぼたんぼうふうく草の名;沖縄では長
命草＞)，／karusa'i／［k9lrusai］（軽い)，／basa／［basa］（バナナ）
／ra／：／bira／［bira］（韮)，／，irabi／［2irabi］（選び)，／gira／［gira］（しゃこ貝）
／､a／：／nari／［na7ri.」（実)，／､a,i／［nai］（地震)，／bunari／［bunari］（兄の妹)，
／pana／［p91a］（花・微）
／ba／：／baRzoR［Mdzo:］（＜料理するために肉などを＞切る゛裂く）,／，icibaNza／
［?itJibandza］（－番座)，／saba／［saba］（草履）
／pa／：／panaSi／［pqPaJl］（話)，／PabU／［PabU］（蛇)，／kiRpa,i／［ki:pai］（木の
鍬)，／sipa／［Jlpa］（唇)，／kasaNpa／［k9sampa］（くわず芋）
／ｍａ／：／maciki／［matJlki］（松)，／gumadaru／［gumadaru］（小さい),／kuma／
［k仰a］（此処）
４）／a／
／a／は、／a／と、鼻音`性の有無で対立する。最初に述べたように、『琉球先島方言の総
合的研究』では、／､／を設定しているが、本稿では／a／を鼻母音音素として立てること
にする。
『琉球先島方言の総合的研究』における記述では［Cax］という音声を、／CVpV／と解
釈し、子音音素／p／の鼻音'性によって前後の母音が鼻音化するとしている。この解釈によ
ると［Ca］の後には必ず［x］を伴わなくてはならないことになるが、今回の観察では［C2I］
は必ずしも長音を伴うわけではない。そのときは／Ca／と／Ca／が、鼻音性の有無だけで
対立することになる。
また、／CVpV／と解釈することの根拠になったと考えられるのは、［a］の鼻母音だけで
なく、［e］の鼻母音も存在するということだが、今回は、［e］の鼻母音は観察されなかった。
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そこで、aを－つの音素として解釈することにした。
竹富島方言のように、鼻音性が複数の母音に認められる場合にもこのように解釈するべき
かどうか、また必ず長音を伴う場合はどうか、別の解釈の方法もあろうが、今回は鼻母音音
素を設定することにしたい。
［a（:)］は名詞に、宮古島諸方言に見られるような指小辞のgamaが接続し、脱落・融合
した場合などに、ｍの鼻音'性が母音に加わって生成されると考えられる。
／a／は、／ｋ・。・ｔ・ｍ／と結合してＣＶの拍を構成する。
＜語例＞
／ka／：／，iNcika［2intJWi］（近い）
／da／：／,apadaR／［?apadax］（裸）
／ta／：／garapita／［garap9ta］（蝉）
／ma／：／sa，、／［saima］（小海老）
５）／o／
／o／は、共通語よりやや広く、基本母音と比較して、やや後舌的で広い、後舌の半広母
音である。基本母音の［o］も時に観察される。［2ｏ－ｏ－ｏＴ－ｏ］の異音が認められる。
これを［o］で表記する。
／o／は／c／を除くすべての子音音素と結合して拍を構成する。
＜語例＞
／，o／：／'o'iza／［20idza］（鼠)，／,o，isitoRri／［?oiJitoXri］（いらっしゃい)，／，oN9i／
［2oO9i］（扇)，／，ociki／［2otJlki］（天気)，／nebri／［neori］（召し上がれ）
／ho／：／hoR／［hoX］（食べる；［Fox］とも)，／hopisi／［hoplJi］（暗い)，／hdi／
［hoi］（陰毛）
／90／：／90R，ja／［90xja］（苦瓜)，／g0zjuR／［g0d5ux］（五十)，／'i90ri／［?i9ori］（烏
賊の墨)，／sa90／（咳)，／N90R／［D90x］（逃げよう）
／ko／：／koR／［kox］（買う)，／koRsa，i／［koM］（痒い)，／koN9i／［ko99i］（桑の木)，
／ciko／［tJ9ko］（臭）
／do／：／，udorjaN／Pudorjan］（驚いた)，／nuridoRna／［nuridoXna］（塗りながら)，／
cjadoR／［tJado:］（茶湯）
／to／：／toRri／［to:ri］（倒れ)，／pitoRra／［pIto:ra］（－匹)，／zjoto／［d5oto］（良い
く上等＞)，／piNto／［pinto］（返事）
／zo／：／zoR／［dzoX］（門)，／zoRriR／［dzo:riX］（濡れて)，／kuNzo／［kundzo］（根'性)，
／tiNzo／［tindzo］（天井）
／ＣＯ／：／，jacoR／［jatso:］（灸は）
／so／：／SOR／［so:］（竿)，／soN9waci／［soD9watJi］（正月)，／soki／［soki］（口笛)，
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／QsoQsi／［ssoJJi］（白い)，／kjuQso／［kjusso］（来るよ)，／piNsoR／［pinso:］（貧
乏）
／ro／：／baroR／［barox］（笑う)，／maroQmaro／［maro2maro］（丸い)，／'iroR／
［?iro:］（色は）
／no／：／nohiri／［no9iri］（鋸)，／noRru／［noZru］（治る)，／sanoci／［sanotJi］（三
月三日)，／zanoR／［dzanox］（ジュゴン)，／tunoR／［tuno:］（卵）
／bo／：／boRkiru／［bo:kiru］（慌てる)，／boRrisadaru／［boxrisadaru］（疲れている)，
／bonaci／［baonatJi］（蜥蜴)，／tabo／［tabo］（煙草)，／guNboR／［gumboz］（牛
傍)，／ziNboR／［d5imboX］（準備）
／po／：／po／［ｐｄ］（帆・穂)，／poza／［podza］（包丁)，／poki／［poki］（帯）
／､o／：／moRra／［moxra］（枕)，／mohi／［mo9i］（昔)，／mohiru／［mo9iru］（燃えて
いる)，／moRza／［moxdza］（百足)，／moR，jaN／［moXjan］（やしがに）
６）／u／
／u／は、共通語より後寄りで円唇性が強い。基本母音よりやや広い、後舌の狭母音であ
る。ときに［o］に近い発音も観察される。［2ｕ～ｕ～ｕＴ～ｏ｣］の異音が認められる。こ
れを［u］で表記する。
／u／はすべての子音音素と結合して拍を構成する。
＜語例＞
／'u／：／'uri／［2uri］（あれ)，／，ubusa，i／［?ubusai］（重い)，／'ucuza／Putsudza］
（兄弟姉妹）
／hu／：／huni／［F9Ri］（舟)，／husiri／［Miri］（薬)，／huci／［F1tJ9］（蓬),／,jahu
／［jaFu］（擢）
／9u／：／9u9u／［gu9u］（鶏)，／gusi／［guJi］（お酒)，／gumasa'i／［gumasai］（小さ
い)，／,jamaN9u／［jamaU9u］（いたずら）
／ku／：／kukuru／［kVkVru］（心)，／ku9ani／［ku9aJ1i］（黄金)，／kusahwa,ja／
［kVsaFaja］（キノボリトカゲ)，／cikuriR／［tJlkurix］（作る)，／，jamasiku／
［jamaJlku］（山奥）
／du／：／duR／［duX］（身体)，／dusi／［duJi］（友達)，／biduN／［bidun］（男)，
／，jadu／［jadu］（戸）
／tu／：／tuRsa／［tuxSa］（遠い)，／situNta／［Jltunta］（朝)，／,utu／Putu］（音)，
／pitu／［pltu］（人)，／zatuku／［dzatlJku］（床の間）
／zu／：／zuRsiR／［dzuxJi:］（雑炊)，／kuzu／［kudzu］（去年)，／gaNzu／［9andzu］（頑
丈）
／Cu／：／CuRSa／［tSu:Sa］（強い)，／'ucuza／PutSudza］（兄弟姉妹)，／'jaCu／［jatSu］
（灸）
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／su／：／sudi／［sudi］（袖)，／Qsuri／［ssuri］（拭く），／masu／［masu］（塩)，／mu
Qsu／［mussu］（筵）
／ru／：／rukuNgwaci／［rukuD9watJi］（六月)，／,juru／［juru］（夜)，／paru／［p無u］
（走る）
／､u／：／nunu／［nunu］（布)，／kinu／［kllJu］（着物）
／bu／：／buR／［bux］（尾)，buzja／［bud5a］（叔父)，／'aburi／［2aburi］（欠伸)，
／murabusa／［murabusa］（村長)，／kubu／［kubu］（昆布）
／pu／：／puni／［puJ1i］（骨)，／cipusi／［tJ4puJi］（膝)，／sipuri／［Jlpuri］（冬瓜）
／mu／：／muku／［muku］（婿)，／muN／［mun］（麦)，／bimunu／［bimunu］（毒)，／
kimu／［klIpu］（肝）
７）無声化の傾向
琉球方言は全体的に母音の無声化が目立つといえる。特に広母音が無声化する点で本土方
言と異なる。
八重山方言では、無声子音が母音だけでなく、その母音に続く有声子音までも無声化する
ことがあり、無声化の傾向に際だった特徴を見せている。
租納方言にも、,ｒ,、が無声化する現象が観察されたが、波照間方言のように、。,ｂまで
も無声化することはない。
大野氏の音韻対応の論文で述べられるであろうが、本土方言の有声子音に対応する語形が
無声化の結果、音韻論的に無声子音になっている場合がある。
母音についても子音についても無声化するかどうかは、アクセントが大きく関係していて、
今回の調査ではその関係を述べるまでにはいたらない。
４．半母音音素
ｌ）／j／
／j／は／，／と結合するときは弱い摩擦音［j］であり、それ以外の子音音素と結合すると
きは、前に立つ子音の口蓋化と、後の母音との間に［j］で表わすことのできるわたり音が
認められる。
／j／はすべての子音音素と結合して、／Cje／、／Cja／、／Cja／、／Cjo／、／Cju／の
拍を構成する。ただし、／Cje／で観察きれたのは、（／，je／）．／zje／・cje／・／sje／で
ある。
／Cja／で観察されたのは、／，ja／・／kja／・／cja／・／sjｮ／・／nja／である。／Cjo／で
は、／djo／・tjo／・／cjo／・／njo／に該当する拍は確認できなかった。／Cju／
では、／,ju／、／hju／・／9ju／、／zju／、／sju／、／rju／の拍が観察された。
また、／Cw／と結合して／Cwja／の拍を構成する。／CSSＶ／という拍構造は、八丈、静
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岡、島根などの方言に報告があるが、それらは／，wja／が通常であって、租納方言のように
／Cwja／の軸があるのは大きな特色であるといえる。
（１）／Cje／
＜語例＞
／'je／：／，je／［je］（わっ！＜人を驚かすとき＞）
／zje／：／，Uzje／PUd5］（祖父）
／cje／：／sicjera／［JltJera］（立った方が）
／sje／：／sjeNnaR／［JennaX］（したか)，／baQsjeraR／［baJJeraX］（煮たら)，／sisjeru／
［JlJeru／［JlJeru］（精げる）
（２）／Cja／
＜語例＞
／'ja／：／,ja／［ja］（家)，／，jahu／［jaFu］（厄)，／,jaN9arasi／［ja99araJi（山刀)，
／ｍａ'jadaN／［majadan］（カンムリワシハ／Qsusa，ja／［ssusaja］（白鷺)，／，u，ja／
［?uja］（親）
／hja／：／gahja／［9apa］（鎌）
／gja／：／piN9jaN／［piO9jan］（雲隠れした)，／N9jaN／［O9jan］（逃げた）
／kja／：／kjaN／［kjan］（来た）
／dja／：／,idjaN／［2idjan］（出た）
／tja／：／，utjaN／［?utjan］（落ちた）
／zja／：／buzja／［bud3a］（おじさん）
／cja／：／cja／［tJa］（茶)，／kacjaN／［k9tJan］（勝った)，／biQcjaR／［bittJa:］（酔っ
ぱらい)，／takaQcja／［t9kattJa］（多い）
／Sja／：／sjaN／［Jan］（為た)，／paNcasjaN／［PantSaJan］（離した)，／，asja／［?aJa］
（物置)，／sisja／［川§］（白髪）
／rja／：／noRrjaN／［no:rjan］（治った)，／，udorjaN／［2udorjan］（驚いた)，／nuRrja／
［nuxrja］（何か？)，／katatunarja／［k§tatVparja］（トビハゼ）
／nja／：／kuN9anjaR／［kuD9aJ1a:］（みかん)，／sinja／［JlRa］（死ね）
／bja／：／tubjaN／［tubjan］（飛んだ)，／kabjaN／［kabjan］（嗅いだ)，／,jaNtubja／
［jantubja］（ゴキブリ）
／pja／：／pjaR9u／［pja:9u］（百)，／pjaNcikibiri／［pjantJlkibiri］（正座)，／，ipjaR／
Pipjax］（位牌）
／mja／：／mjaN／［mjan］（無い)，／，jamakamja／［jamak9IIlja］（セマルハコガメ）
（３）／Cja／
＜語例＞
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／，ja／：／kaN，jaR／［kanja:］（影）
／kja／：／ka'ukja／［kaukja］（最も小さい皿）
／Cja／：／CjaR／［tJaX］（乳房・乳汁)，／'aruCja／［?arutJa］（小さい蜻蛉）
／sja／：／koRja／［koZJaZ］（小さい菓子)，／sakisjaR／［s9kiJax］（先）
／rja／：／niN90cibirurja／［ni990tJibirurja］（鴬)，／，irja／［2irja］（鱗)，／kaburja／
［kaburja］（小さな編幅)，／miNhuzirja／［minFud5irja］（小指く／，ubja／とも＞)，／
，aRrjaR／［2aXrjaX］（蟻）
／nja／：／hunjaR／［FuJl2x］（おもちゃの舟）
／bja／：／，ubja／［?ubja］（小指)，／､a，ubja／［naubja］（中三本の指）
／mja／：／kamja／［k9mja］（小さい亀の子）
（４）／Cjo／
＜語例＞
／，jo／：／，jo0i／［joi］（祝い)，／'joha'i／［johai］（弱い）
／gjo／：／9joRraci／［gjoXratJl］（行列）
／kjo／：／kjoN9iN／［kjo99in］（芝居く狂言＞）
／zjo／：／zjoto／［d50to］（良いく上等＞)，／zjoN9i／［d50U9i］（定規）
／sjo／：／cikusjoR／［tJJkuJox］（畜生)，／sjoR'ju／［JoXju］（醤油)，／sjoRma／［IC:､a］
（男の老人）
／bjo／：／bjoRnuhMIR／［bjomuFax］（男児）
／pjO／：／pjoRma／［pjoxma］（ヒヨドリ）
／mjo／：／mjoR9anumari／［mjox9anumari］（徳のある性質）
（５）／Cju／
／,ju／：／，jU／［ju］（湯)，／，ju'imaRri／［juimaXri］（結い)，／'fju／［?iju］（魚）
／kju／：／kju／［kju］（今日)，／kju／［kju］（来る）
／zju／：／zjuN9waci／［d5uUgwatJi］（十月）
／SjU／：／SjUR／［JUX］（男の老人）
／rju／：／rjuR／［rjuZ］（櫓）
（６）／Cjwa／
／，jwa／：／，jwaR／［jMix］（小魚)，／ta,jMiR／［tawjwa:］（鮒）
２）／w／
／w／は／，／と結合するときは両唇の弱い摩擦音［ｗ］であり、それ以外の子音音素と結
合するときは、前に立つ子音の唇音`性と、後の母音との間に［ｗ］で表わすことのできるわ
たり音が認められる。
／w／は／，／と結合して、／,ｗａ／・／,Ｍ１／の拍を構成する。
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また、／，j／と結合して／，jwa／の拍を構成する。これは／Cwja／の拍とともに、租納方
言の大きな特色と言える。
／e／の前に立つ例は／hwe／、／a／の前に立つ例は／，wa／・／hwa／・／gwa／・
／kwa／、／a／の前に立つ例は／，Ｍ１／・／hMi／・／9Ｍl／・／dwa／・／tMi／・／ｒｗョ
／・／､Ｍ１／・／bMi／、／o／の前に立つ例は／hwo／が観察された。
（１）／Cwe／
／hwe／：／hweQsa'i／［Fessai］（食べたい）
（２）／Cwa／
／,wa／：／,u,wa／［2uwa］（豚)，／,uWaN／［2uwan］（食事）
／hwa／：／hwaN／［Fan］（食べない)，／buihwaR／［buiFax］（甥・姪）
／gwa／：／paciN9waci／［p9tJiO9watJi］（八月）
／kwa／：／kwasi／［kwaJi］（菓子)，／kwaR／［kwa:］（こちら)，／kwaN／［kwan］
（棺）
（３）／Cwa／
／hMi／：／hwaR／［FaX］（子供）
／gwa／：／gu9Mi／［gugwZl／［gu9Mi］（小鳥）
／dwa／：／badMI／［badwa］（隅）
／twa／：／patMi／［p9twa］（鳩間島)，／'ucitMi／［2utJiw2］（弟・妹）
／rMi／：／pabirwaR／［pabirMix］（蝶）
／､Ｍ１／：／，inwa／［?inMI］（子犬）
／bwa／：／bwa／［bMl］（最年長の姉く古い言い方＞）
（４）／CWO／
／hwo／：／hwoR／［Fox］（食べる）
（５）／Cwja／
／，wja／：／，uwja／Puwja］（泳げ）
／hwja／：／hwjaN／［Fjan］（食べた）
／kwja／：／kwjaN／［kwjan］（漕いだ）
／twja／：／twjaN／［twjan］（研いだ）
／nwja／：／nwjaN／［nwjan］（脱いだ．縫った）
５．子音音素
１）／，／
／,／は母音あるいは半母音音素の前に立ち、ＣＶ,CSV,ＣＳＳＶの拍を構成する。語頭で母
音音素と結合するときは声門破裂音［2］であり、それ以外では特に子音的要素は観察され
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ないが、「緩やかな声立てて」（gradualbe9innin9）が／'／に該当すると解釈される。
／'／は、／a／以外のすべての母音音素、及び／j／を介して／i／以外の母音音素と、
／w／を介して／a／と、／ｊｗ／を介して／a／と、／wj／を介して／a／と結合する。
＜語例＞
／'i／：／'ihu／［?iFu］（行く），／､a'i／［nai］（実）
／'e／：／'eha／Peha］（烏賊）
／，a／：／'ahiru／［2aCiru］（上げる)，／'adanupaR／Padanupa:］（アダンの葉)，
／,apira／［?apira］（家鴨）
／，o／：／，oni／［2oJli］（鰻)，／'ociki／［?otJlki］（天気）
／'u／：／，u，i／［?ui］（泳げ)，／，utuN／［2utun］（落ちない）
／，je／：／，je／［je］（わっ！＜人を驚かす場合＞）
／，ja／：／，jaR／［jaX］（家．屋根)，／QsuRsa'ja／［ssuZsaja］（白鷺)，／9a'ja／［9aja］
（茅）
／'ja／：／kaN，jaR／［kanja:］（影）
／，jo／：／，johuN／［joFun］（憩う)，／'joR／Dog］（湯は）
／，ju／：／'ju，imaRri／［juima:ri］（結い)，／，ju／［ju］（湯）
／'wa／：／'wa／［ｗａ］（輪)，／'u,wa／：／Puwa］（豚）
／,Ｍ１／：／ta,jMlR／［ta･jMix］（鮒）
／'wja／：／'uwjaN／Puwjan］（泳いだ）
２）／h／
／h／は無声の喉頭摩擦音である。
／i,j／の前に立つときは、共通語より摩擦の程度が弱い硬口蓋摩擦音［C］であり、／u，
ｗ／の前では両唇摩擦音［F]、それ以外では［h］である。ただし、／u／の前では軽い唇歯
摩擦音［f］が観察されることがある。また、／hwe／の拍でやや口蓋化することがある。
／Cwja／の拍が無ければ／F／という音素を設定することも考えられるが、他の／Cwja／
の拍もあるので本稿では［F］を／hw／と解釈しておく。
／h／は、／a／以外の母音音素と、／j／を介して／a,ｏ,ｕ／と、／ｗ／を介して／e,aa
o／と、／wj／を介して／a／と結合する。
＜語例＞
／hi／：／nahi／［naCi］（鳴け)，／，johiQsadaru／［jo9issadaru］（休みたい）
／he／：／'aruheru／［?aruheru］（歩いている）
／ha／：／，ahamami／［2ahamami］（小豆)，／,ihaN／［2ihan］（行かない）
／ho／：／hopisi／［hoplJi］（暗い)，／hoQkara／［hokkara］（食ったら）
／hu／：／huN／［Fun］（降る)，／miNhuzi／［minFud5i］（聾者)，／huru,ja／［Furuja］
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（便所）
／hia／：／，ihjaR／［?i9aX］（行けば)，／gahja／［gaCa］（鎌）
／hwi／：／hwiRri／［FiXri］（呉れ）
／hwe／：／hweR／［Fex］（食え）
／hwa／：／hwaN／［Fan］（食わない)，／kuRhwa／［kuxFa］（来れば）
／hwa／：／hwaR／［Fax］（子ども）
／hwja／：／hwjaN／［Fjan］（食った゛呉れた・降った)，／hwjaQsunu／［Fjassunu］（食
えば）
３）／9／
／9／は、有声の軟口蓋破裂音である。母音間では軟口蓋摩擦音が観察されることがある
が大体は破裂音である。これを［9］で表記する。
／9／は、／５／以外の母音音素、及び／j／を介して／a0u／と、／ｗ／を介して／a／
と結合する。
＜語例＞
／9i／：／gibariniNzu／［gibarinindzu］（人夫)，／piN9iruN／［pi99irun］（雲隠れする）
／9e／：／,isina9e／［2iJina9e］（石垣島)，／'oN9eR／［?oO9ex］（扇は）
／9a／：／9aNzu／［9andzu］（頑丈)，／kuN9atana／［kuD9atana］（小刀)，／,u9aN／
Pu9an］（拝所）
／90／：／,jamaN90R／［jama990X］（いたずらは）
／9u／：／9usaN／［gusan］（杖)，／guN9waci／［9uU9watJl］（五月）／guNboR／
［9umbo2］（午傍）
／gja／：／N9jaN／［U9jan］（逃げた)，／naN9ja／［naD9ja］（びっこの人）
／gjo／：／gjoRraci／［gjo:ratJi］（行列）
／gwa／：／rukuN9aci／［rukuD9watJl］（六月）
／gwa／：／siR9waR／［Jix9Mi:］（スクガラス)，／9u9Mi／（小鳥）
４）／k／
／k／は、無声の軟口蓋破裂音である。語頭では共通語より気音が強いが、宮古方言より
は弱い。これを［k］で表記する。
／k／は、すべての母音音素、及び／j／を介して／a,ａ,ｏ,ｕ／と、／w／を介して／a,ａ／
と、／wj／を介して／a／と結合する。
＜語例＞
／ki／：／kisu／［kisV］（着る)，／，ukiru／［?ukiru］（起きる)，／maki／［mak1］（門の
目隠し）
／he／：／keNkeN／［keDken］（黄色)，／,ikeR／［2ikeZ］（息は）
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／ka／：／kacimi／［ketJlmi］（掴む)，／cikanoR／［tJjkanox］（飼う）
／ka／：／'iNcika／［?intJlka］（近い）
／ko／：／koRsa,i／［koxsai］（痒い)，／mukoR／［mukoX］（婿は）
／ku／：／kuRsuRhwa，ja／［kuxsuxFaja］（キノポリトカゲ)，／kuN／［kun］（来ない）
／kja／：／kjaN／［kjan］（来た）
／kja／：／ka,ukjaR／［kaukja:］（小さいⅢ）
／kjo／：／kjoN9iN／［kjoO9in］（芝居）
／kju／：／kjuQkara／［kjukkara］（来たら）
／kwa／：／kwaN／［kwan］（棺)，／kwasi／［kwaJi］（菓子）
／kwa／：／cikMiR／［tJlkwax］（三日月）
／kwja／：／kwjaN／［kjwan］（漕いだ)，／kwjaR／［kwja:］（漕げば）
５）／d／
／d／は、有声の歯茎破裂音である。声帯の振動が遅れて半有声の｡、あるいは無気のｔの
ように聞こえることがある。これを［｡］で表記する。
／d／は、すべての母音音素及び、／j／を介して／a／と、／ｗ／を介して／a／と結合す
る。
＜語例＞
／di／：／sudi／［sudi］（袖)，／'idiri／［2idiri］（出ろ)，／'asipisudiN／［2aJlpisudin］
（遊ぶそうだ）
／de／：／hutadeR／［FVtade:］（星立く地名＞)，／sudeR／［sudeX］（袖は）
／da／：／daQkju／［dakkju］（らっきょう)，／'juda／［juda］（枝）
／da／：／'apadaR／［?apadax］（裸）
／do／：／，jadoR／［jado:］（戸は)，／siRdoRna／［Ji:doma］（しながら）
／du／：／duN9u／［duO9u］（道具)，／，jadu／［jadu］（戸）
／dja／：／'idjaN／Pidjan］（出た）
／dMl／：／badMi／［badMI］（隅）
６）／t／
／t／は、無声の歯茎破裂音である。これを［t］で表記する。
／t／は、すべての母音音素及び、／j／を介して／a／と、／ｗ／を介して／a／と結合す
る。
＜語例＞
／ti／：／tida／［tida］（太陽)，／'asiti／PaJlti］（明日）
／te／：／hute／［FVte］（額)，／miRteR／［mte:］（再来年は）
／ta／：／tataN／［t9tan］（畳)，／tarja／［t9lrja］（盤)，／，abuta／［2abuta］（もつこ・
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蛙）
／ta／：／garapita／［garapjta］（蝉）
／to／：／pitoR／［pJtox］（人は)，／piNto／［pinto］（返事）
／tu／：／tubi,i，ju／［tubi?iju］（飛魚)，／patu／［p9tu］（鳩）
／tja／：／，utjaN／［2utjan］（落ちた）
／twa／：／'ucitwa／［2utJltwa］（弟・妹）
／twja／：／twjaN／［twjan］（研いだ）
７）／z／
／z／は、音声の歯茎破摩擦音である。ときどき声帯の振動が遅れて、無声に近く聞こえ
ることがあるのは。と同様である。／i,j／の前では口蓋化が認められる。語頭では破裂の
要素が強く、語中では破裂の要素が弱くなるか摩擦音が観察きれる。これを語頭では［dz
d5］で、語中では［｡z,d5］で表記する。ただし、語中でも／N／の後では［｡z,。S］である。
／z／は、／e,a／以外の母音音素、及び／j／を介して／e,ａ,０，ｕ／と結合する。
／ze／に該当する拍として［d5e］を当てる考え方もあるが、その場合には［tJe］および
［に］を／Ce／・／se／としなければならない。
本稿ではこれらを／zje／・／cje/(．／sje／と解釈する。
＜語例＞
／zi／：／ziN／［d5in］（銭)，／kazi／［kad5i］（風）
／za／：／zabura／［dzabura］（頭)，／siza／［J繭dza］（兄）
／zo／：／zoR／［dzox］（門)，／kuzoR／［kudzox］（去年は）
／zu／：／zuRsiR／［dzu:Jix］（雑炊)，／niNzu／［nindzu］（人数）
／zje／：／'uzje／Pud5e］（叔父)，／kazjeR／［kad5ex］（風は)，／baRzjeR／［baXd5e:］
（＜肉などの＞下栫えをしろ）
／zja／：／baRzjaN／［baXd3an］（下栫えをした）
／zjo／：／zjoN9i／［d5099i］（定規）
／zju／：／zjuN9waci／［d5uU9watJl］（十月）
８）／c／
／c／は、無声の歯茎破擦音である。／i,j／の前では口蓋化が認められる。これを［ts，
tJ］で表記する。
／c／は、／e’３／以外の母音音素、及び／j／を介して／e,ａ,a／と結合する。
＜語例＞
／ci／：／cikuriR／［tJ9kuri:］（作って)，／，aNciku／PantJJku］（角型の篭）
／Ca／：／sicaN／［Jltsan］（釣らない)，／'asica'i／［2aJltsai］（熱い)，／kiQca／
［k:ttsa］（砂糖黍）
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／CO／：／，jacoR／［jatso:］（灸は）
／Cu／：／'jacu／［jatsu］（灸）
／Cje／：／，inucjeR／［?inutJex］（命は）
／Cja／：／Cja／［tJa］（茶)，／maCjaN／［matJan］（待った）
／Cja／：／CjaR／［tJa:］（乳汁・乳房）
９）／s／
／s／は、無声の歯茎摩擦音である。／i,j／の前では口蓋化が認められる。これを［s,Ｊ］
で表記する。
／s／は、／e,ａ／以外の母音音素、及び／j／を介して／i／以外の母音音素と結合する。
７）／z／で述べたように、本稿では［Je］を／sje／と解釈する。
＜語例＞
／si／：／si／［、］（巣)，／sipa／［Jlpa］（唇)，／pasi／［ｐ９Ｊｌ］（橋)，／pasi／［paJl］
（箸）
／sa／：／saba／［saba］（鮫)，／saNturisja／［santuriJa］（カマキリ)，／pirikisa，i／
［pirikisai］（冷たい)，／husa／［F9sa］（草）
／so／：／SOR／［ｓｏ:］（竿)，／piNsoR／［pinsoX］（貧乏）
／su／：／susa'i／［su･Sai］（酸っぱい)，／kusu／［kmsu］（唐辛子く胡椒＞)，／masu／
［masu］（塩）
／Sje／：／SiSjeru／［JlJeru］（精白する)，／'usjeR／［?uJeZ］（牛は）
／sja／：／sjaN／［Jan］（為た)，／kisjaN／［klJan］（着た）
／sja／：／koRsjaR／［koXJax］（小さい菓子)，／sakisja／［s§kjsja］（先）
／Sjo／：／SjO／［JO］（男の老人く／SjORma／［Joxma］とも＞）
／sju／：／sju／［Ju］（男の老人、／sjo／に同じ）
１０）／r／
／r／は、歯茎のあたりを舌先が触れて、軽い閉鎖を作る、有声の弾き音である。個人に
よって、二回はたきが観察されるし、全体的に共通語より破裂の要素が強い。また無声化し
た場合に二回はたきが観察されることが多い。これを［r］で表記する。
／r／は、／a／以外のすべての母音音素、及び／j／を介して／a,ａｕ／と、／ｗ／を介し
て／a／と結合する。
＜語例＞
／ri／：／biri／［biri］（座れ)，／hwiRri／［FiZri］（呉れ）
／re／：／bareRdoRna／［barexdoXna］（笑いながら)，／husireR／［FVJire:］（薬は）
鰯
／ra／：／sara／［sara］（、)，／，aRraN／［?aKran］（洗わない）
／ro／：／baroR／［barox］（笑う)，／hukuroR／［F9kuroX］（袋は）
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／ru／：／hukuru／［FVkuru］（袋)，／rukuN9waci／［ruk99watJi］（六月）
／rja／：／turjaN／［turjan］（取った)，／noRjaN／［no:rjan］（治った）
／rja／：／kaburja／［kaburja］（小さな編幅)，／'aRja／［2aXrja］（蟻）
／rju／：／rjuR／［rjux］（櫓）
／rMi／：／pabirMiR／［pabirMiX］（蝶）
１１）／､／
／､／は、舌先が歯茎のあたりに触れて、呼気が鼻腔へ抜ける有声の鼻音である。／i,j／
の前で口蓋化が認められる。これを［､,Ｊ１］で表記する。ただし、／i／の前の口蓋化は共通
語ほど強くはなく、［､i］のように発音されることもある。
／､／は、／a／以外のすべての母音音素、及び／j／を介して／a,a／と、／ｗ／を介して
／a／と結合する。また／wj／を介して／a／と結合する。
＜語例＞
／､i／：／nibari／［J1ibari］（根元)，／pani／［p91Ji］（羽）
／ne／：／paneR／［p9lJeK］（羽は)，／kusine／［klJJine］（背中）
／､a／：／naNgiruN／［naO9irun］（投げる)，／naN／［､an］（波）
／no／：／tunoR／［tWox］（卵)，／nohiri／［no9iri］（鋸）
／､u／：／nuN［､u､］（蚤・鑿)，／，inu／［2inu］（犬）
／nja／：／kuN9anjaR／［kuO9aJlax］（蜜柑)，／sinjaN／［JiJ1an］（死んだ）
／nja／：／hunja／［FuJa］（おもちゃの舟）
／nwa／：／，inMi／［2inwa］（子犬）
／nwja／：／njjaN［nwjan］（脱いだ．縫った）
１２）／b／
／b／は、有声の両唇破裂音である。これを［b］で表記する。
／b／は、／a／以外のすべての母音音素、及び／j／を介して／a,３，ｏ／と、／w／を介し
て／a／と結合する。
＜語例＞
／bi／：／biRruN／［bi:run］（酔う)，／,ubiQsadaru／［2ubissadaru］（植えたい）
／be／：／nabeR／［nabe:］（鍋は)、／nabera／［nabera］（糸瓜）
／ba／：／banu／［banu］（私)，／bariruN／［barirun］（割れる）
／bo／：／bonaci／［bonatJi］（蜥蜴)，／tabo／［tabo］（煙草)，／kuboR／［kubox］（昆布
は）
／bu／：／butu／［butu］（夫)，／kubu／［kubu］（昆布）
鰯
／bja／：／kabjaN／［kabjan］（嗅いだ)，／kabja／［kabja］（嗅げ）
／bja／：／,ubja／［?ubja］（小指）
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／bjo／：／bjoRnuhMiR／［bjoxnuFax］（男児）
／bMi／：／bwEl／［bMl］（最年長の姉）
１３）／P／
／p／は、無声の両唇破裂音である。これを［p］で表記する。
／p／は、／a／以外のすべての母音音素、及び／j／を介して／a,ｏ／と結合する。
＜語例＞
／pi／：／pisaN／［plsan］（昼間)，／pido／［pido］（イルカ)，／，asipi／［?aJlpi］（遊べ）
／pe／：／peR／［peX］（火は)，／peRrihuci／［pexriFVtJi］（入口）
／pa／：／Pa／［pa］（歯)，／，aSiPaN／PaJiPan］（遊ばない）
／po／：／po／［po･］（帆・穂)，／poki／［poki］（帯）
／pu／：／,asipuQkara／PaJlpukkara］（遊んだら）
／pja／：／，asipjaN／［2aJjpjan］（遊んだ)，／pjaku／［pj9ku］（百く／pjaR9u／［pja:9u］
とも＞）
／pjo／：／pjoRma／［pjoxma］（ヒヨドリ）
１４）／m／
／m／は、有声の両唇鼻音である。これを［、］で表記する。
／､／は、すべての母音音素、及び／j／を介して／a,３，ｏ／と結合する。
＜語例＞
／mi／：／miRhara／［miXhara］（三匹)，／miNci／［mintJ:］（月）
／me／：／siRmeR／［Jime:］（清明節は)，／mameR／［mame:］（豆は）
／ma／：／maciki／［matJlki］（松)，／sima／［Ima］（島）
／、／：／sa'ima／［Sai、］（小海老）
／mo／：／mohiru／［moCiru］（燃えている)，／kimoR／［kjIIlox］（心く肝＞は）
／mu／：／muku／［muku］（婿)，／kimu／［klmu］（心く肝＞）
／mja／：／mjaN／［mjan］（無い)，／'jamakamja／［jamak抑ja］（セマルハコガメ）
／mja／：／kamja／［k9mja］（小さい亀の子）
／mjo／：／mjoRganumari／［mjoX9anumari］（徳のある性質）
６．拍音素
１）／N／
／N／は、次に来る子音と同じ調音点の鼻音が１拍をなす。
軟口蓋音の前で軟口蓋鼻音［9］であり、歯茎音の前では歯茎鼻音［､]、あるいは口蓋化
してい]であり､両唇音の前では両唇鼻音[m]である｡但し､摩擦音.母音.半母音の
前及び語末では不完全鼻音［p］である。この点では、本土方言と同じである。
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他の先島方言と同じように租納方言でも／N／は語頭に来ることができるが、それは第２
拍の子音が、または９のときに限られる。
また、母音音素のうち、／a／の前に来ることができない。
２）／Q／
／Q／は、次に来る子音と同じ調音点の子音が１拍をなす。
［k］の前では［k]、［t,ts,tJ］の前では［t]、［s］の前では［s]、［J］の前では［J]、
［p］の前では［p］である。
／Q／は、原則として有声音の前に来ることができないが、今回の調査で／ｍ／の前の促
音と解釈される、／maroQmaro／［maro?maro］（丸い）という例が－つだけ観察された。
３）／R／
／R／は、その直前の拍の母音を１拍分長くのばす。
租納方言の特色の一つに／R／の不安定な面があることを挙げることができよう｡
アクセントとの関係は明らかではないが、長呼化と短呼化が激しく、本稿で挙げた語例に
も／R／が有ったり無かったり一定しない場合が多い。
しかし、租納方言は音節言語ではなく、拍言語であることは明らかである。なぜならば
／R／の有無によって対立する／biRri／［biXri］（酔え）：／biri／［biri］（座れ）のような
例があり、また／kazjeR／［kad5eX］（風は)、／nunoR／［nunox］（布は）のように融合に
よって必ず長音を伴う例があるからである。
また、／R／の挿入・脱落が激しいためであろうか、一般に琉球方言には無いといわれる
，拍語が租納方言にはある。共通語の１拍語はほぼ租納方言でも１拍である。ただし、単独
で発音した場合にはやや長呼化することが多い。しかし、これは２拍ではない。そのことは、
例えば「湯」が単独では［ｊｕ～ju･～ju:］と発音されるが、「湯は」は［jox］となることか
らわかる。
／a／の後では／R／は鼻音`性を保ち、／a／の後とは異なるので共通語より異音の数が￣
つ多いことになる。
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